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研究成果の概要（和文）：新型多光子レーザー顕微鏡を用いて樹状突起からのカルシウムイメージング法を確立した。
この方法とさらに複数の手法を用いて次の点について研究の進捗があった。マウス一次体性感覚野（S1）と二次運動野
（M2)との間に相互的な投射が存在することを確認した。M2からの入力が樹状突起スパイクを誘起しそれによりS1にお
ける５層神経細胞の選択的な発火を引き起こすことを明らかにした。触覚を用いる行動実験において、M2からの入力を
光遺伝学的手法を用いて抑制するとマウスの知覚が不正確になると解釈できる結果を得た。本研究によって樹状突起の
カルシウム応答が知覚形成の基本的な構成要素となっていることを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：We established calcium imaging methods from dendrites using a new multi-photon las
er microscope. There is the progress of research on the following points using multiple techniques. We con
firmed that the reciprocal projection between the primary somatosensory cortex (S1) and the secondary moto
r cortex (M2) in mouse. We revealed that the input from M2 causes firing of selective layer 5 neurons in t
he S1, which is following dendritic spikes. From behavioral experiments, which is related with haptic perc
eption in mouse, we found that an inhibition of M2 inputs with the optogenetical methods disturbed the hap
tic perception.  From this study, we have found that the dendritic calcium response is a building block of
 a basic component of the perception.
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れまでの研究で知られていたが、そのメカニ
ズムについてはほとんど知られていない。
 
２．研究の目的
 
 そこで本研究では、知覚形成における、ト
ップダウン入力の生理的意義を明らかにす
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ける皮質応答の時空間的特性を観察し、トッ
プダウン入力の詳細を検討した。つぎに、他
の細胞からの情報を受け取る場所である樹
状突起の活動がトップダウン入力によって
どのように応答するか検討した。さらに
のトップダウン入力
討した。
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で上下に数百マイクロメートル振動させ、樹
状突起の複数の場所からイメージングを行
った。
 皮質の異なる深さから同時に神経細胞の
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